
（様式１） 

平成２５年度試験研究課題設定のための要試験研究問題提案・回答書 

 （整理番号） 
   １４６ 

提案機関名  環境農政局農政部畜産課 

 

 要望問題名  農場ＨＡＣＣＰ定着に向けた家畜飼養手法及び普及推進手法の検討 

 要望問題の内容 【 背景、内容、対象地域及び規模（面積、数量等） 】 
  本県では、今年度より、農林水産省が策定した「農場ＨＡＣＣＰ認証基準」に基づく飼養管理を導入

し、安全で安心な畜産物の生産を目指す農場の支援を行うとともに、ＨＡＣＣＰ計画を作成した農場

を、神奈川県農場ＨＡＣＣＰ計画認定農場として認定する事業を実施する予定である。当該事業の実

施に当たっては、関係機関の協力を得て、「農場ＨＡＣＣＰ認証基準」に基づく飼養管理の導入、定着

を目指すこととしている。 
  しかしながら、畜種ごと、農場ごとに飼養管理の方法が異なっていることもあり、その導入及び効果
的な普及推進方法には検討の余地がある。 

  そこで、県内畜産農家の飼養実態に即した農場ＨＡＣＣＰの導入方法を確認し効果的な推進の
一助とするために、畜産技術所内の家畜飼養現場にける農場ＨＡＣＣＰの取り組みを実践し、導入・定

着における問題点を検討することにより、効果的な普及推進方法を確立し、県内畜産農家にフィード

バックする。 
解決希望年限  ①１年以内    ②２～３年以内    ③４～５年以内    ④５～１０年以内 
対応を希望す 
る研究機関名  ①農業技術センター  ②畜産技術所 ③水産技術センター 

 ④自然環境保全センター 
  備 考 

※ ここから下の欄は、回答者が記入してください。 
 
 回答機関名 農業技術センター畜産技術所 担当部所 企画研究課 

 

 対応区分  ①実施 ②実施中 ③継続検討 ④実施済 ⑤調査指導対応 ⑥現地対応 ⑦実施不可 

 試験研究課題名  （①、②、④の場合） 
  
 対応の内容等 
当所において農場HACCP認証基準に準じた飼養管理を実践することは、県内で農場HACCPの

取り組みの展示や問題点の抽出のための方法のひとつとして有効と考えられます。農場 HACCP 認
証を既に得た静岡県畜産技術研究所の事例等を参考に、農場HACCPを今後導入していきたいと考
えています。なお、農場HACCPの導入にあたっては、発生する問題点等の情報を提供していくととも
に、具体的な課題がでてくれば、試験の実施についても検討したいと考えています。 

 解決予定年限 
 ①１年以内 ②２～３年以内 ③４～５年以内 ④５～１０年以内 

 備 考 
 


